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ヨーロッバを代表する三大女優が奏でる、三色の愛の極限
フランス国旗を構成する三つの色、く青、白、赤入 18世紀末のフランス革命 する名匠クシシュトフ・キェシロフスキ。ジュリエット・ヒ‘ノシュ、シユリー・デル

の精神く自由、平等、博愛〉をあらわすこの三つの色をモチーフにした三 ヒL、イレーヌ・ジャコブ、というフランスの三大女優がそれそεれ主演をつとめ、

本の映画が「トリコ口一'111/青の愛」、「トリコロー)11/自の愛」、「トリコロー 「青の愛」はヴ‘ェネチア映画祭に、「自の愛」はベルリン映画祭に、そして

)11/赤の愛」で‘ある。三本すべてを監督するのは、今やヨーロッパを代表 「赤の愛」はカンヌ映画祭に出品されることでも大きな話題を呼んでいる。

の愛-ーなにものにも縛られない自由な人生

三部作のトップを飾るのは、ジュリエット・ビ、ノシュ演じる作曲家の妻が主人公となる

「青の愛」。彼女は、ある日突然愛する夫と娘を事故で・失ってしまい、人生の重大な岐

路に立つ。死を選ぶか、思い出とともに生きるか、それともまったく違った人生を始める

か…葛藤の末、彼女はそれまで-の価値観や欲望を捨て去った新たな人生を歩み出す。

そして新しい生活の中、夫の遺志を継いで、彼が作曲していたコンチエルト曲を完

成させようと動き出す;そんな矢先、死んた・夫に愛人がいたことに気づくのだった。

93年のヴ土ネチア映画祭に出品され、高い前評判どおり金獅子賞(グランプリ)と主

演女優賞、さらに掠影賞を受賞した本作は、ヨーロッパ、アメリカで公開され、記録的

なロンク‘ランで-大ヒット中。次に控える「自の愛」に対しでも期待は高まる一方である。

再生と愛、そして“超自由"を物語る『青の愛」のメッセーシ、

末永蒼生(色彩心理研究家、色彩学校代表)

映画『青の愛』はジュリーという現代女性を通り銭けていく死、再生、愛を、「青」とい

う象徴によって導きながら描きつくす;決定的なシーンのキーワードは常に色であり、青

いファイJレ、青いブール、青い窓'"と、さまざまに変容しなが‘ら青の物語が連なっていく。

これは色彩のメッセージに耳を傾けながら見る映画だ。その時、青が語る世界が見え

てくる。これまでの個人主義的な自由をすら越え、ユンク〉心理学がいう普遍的な無意言

潮流へと融合するような新しい時代の、超自由'のヴ‘ィジョンを感じるのである。

フランスの国旗、「自由」、「平等」、「博愛」を象徴するトリコロールをテーマにしたキエ

シロフスキ監督の三部作の第一弾r青の愛』は、今、政治経済だけでなく、ライフスタイ

ルや愛のあり方に大きく揺らいでいる日本の女と男にどんな心理的な影響を与えるだ

ろうカヒトリコロールから青を差し引くと日本の国旗の配色になるわけだが'r青」はもし

かしたら日本人のメンタリティーにとってもっともイン1'\クトを与える色かもしれない。

.、ジュリエット・ピノシュは完壁だ/彼女の演技に見られるガラスの中に閉じ込められた誠実さと激しさを体験することは驚きに値するかくしAタイムス紙〉

.、ジュリエッ卜・ピノシュは素晴らしい/ズピグニェフ・プレイスネルの音楽は今までにないほど素晴らしく効果的である。すべてが超越した面を創り出すとき言葉では言い表せない感情の世界を創造させた

.、稀にみる神秘的な映画 キェシロフスキは、ベルイマン、フェリーニと並ぶヨーロッパ映画の最高峰だ。"<ヌーウ'ェjレ・オブゼルウ.ァトウール誌> <LAデイリーニュース紙〉

1993年フランス映画/99分/ビスタ(1:1. 85)/ ドjレビーSR/カラー映画/字幕スーパー吉田由紀子/配給 :KUZUIエンタープライズ/提供 :NSK721パートナーシップ

第二作「トリコロール/自の愛」主演シユリーデルビー '94ベルリン映画祭監督賞受賞 第三作「トリコロール/赤の愛」主演イレーヌ・ジャコブ‘ '94カンヌ映画祭出品予定
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